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⽬次

今⽇の省略⽤語
• オープンサイエンス OS
• オープンアクセス OA
• 論⽂出版費/投稿料/著者負担⾦ APC

第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観
1. ⽇本政府
2. 多⾯性
3. 学術出版あってこそ
4. OA化が必須な理由
5. OS推進によって広がる世界

第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)
1. ⼀次出版としての学術誌（電⼦ジャーナル）
2. 論⽂投稿から出版まで
3. 出版後︓研究データとしての論⽂ーなぜXMLなのか
4. 出版後︓論⽂カタログという新たな⼆次利⽤
5. 論⽂投稿に活⽤される論⽂カタログ
6. OA化がもたらした混乱

(1) 魅⼒ある学術誌であること vs 持続性の担保
(2) 無料にすること vs 読者市場の発展
(3) ⼀挙両得にならないOA

まとめ︓OSの名のもとに
1. 研究プラットフォーム
2. 出版プラットフォーム
3. 批判的OS考
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⽇本政府

第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観

2018年（平成30年）学術研究フォーラム第9回学術シンポジウム「オープンサイエンスの展開」、”研究機関におけるデータのオープン化”
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多⾯性

2018年（平成30年）学術研究フォーラム第9回学術シンポジウム「オープンサイエンスの展開」、”研究機関におけるデータのオープン化”

第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観



本、ジャーナル、記事、論⽂等
 今⽇の学術雑誌すなわち学会誌、学会ジャーナル、電⼦ジャーナル等

を取り巻く状況

オープンアクセスの時代を経て、世界で、学術出版に対する
「⼀次出版の価値観」が変わったのではないか。
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背景︓学術出版あってこそ

学会で検討が始まり、⽅策を検討してきた30年あまり
• 1990 冊⼦体を電⼦ジャーナルに転換
• 2000 論⽂にDOIをつけてアクセス、引⽤可能に

オープンアクセスという価値観が世界に広がる
• 2010  投稿・査読がウェブ移⾏、先⾏出版

ジャーナルアクセスライセンスが多様に
• 2020 オープンアクセスを標準とする対応が始まる

デジタルデータとしての論⽂XMLも浸透
• 2024  デジタルファーストで投稿から出版まで

AIを取り⼊れた投稿〜出版ワークフロー取り組み

研究者が集まるコミュニティにとってのジャーナル価値観
は、「学術市場としての価値観」にも違いがある。

例︓研究会や学
会ジャーナルなど

学会や
研究コミュニティ

第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観

研究のためのオープンアクセスか︖ーという議論ありつつも
OAジャーナル数は急増「学術市場は新たな価値観」に転換。 6

背景︓OA化が必要な理由

例︓2025年資
⾦研究から即
時・公開義務例: 機関や分野

のリポジトリ

公的資⾦による
研究成果

オープンアクセス
ポリシー

研究データガイドライン等

各国政府〜⼤学図書館まで、広く検討
してきた２0年あまり
• 2000 Budapest Open Access 

Initiative (BOAI) 
学問の⾃由な共有を⽬指す動き

• 2010  機関リポジトリの存在
論⽂の複製を無料で読むグリーン
OA等

• 2020 リポジトリが分野ごとで進化
• 2024  ジャーナルアクセスライセンスの

新たな転換＜読む、書く＞

特にオンラインジャーナル
 ジャーナルの⽣産コストが⾼くなるにつれ、学会や商業出版社の

ジャーナルが買えない“不公平”論と学術市場への“批判“の⾼まり

査読付きジャーナル論⽂を中⼼に「論⽂の⼆次利⽤」、また
「査読なしジャーナル出版の需要」が学術市場に変化をもたらす。

第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観
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背景︓OA化が必要な理由 - ⽇本の状況
第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観

データソース︓STM Document Library, https://www.stm-assoc.org/documents/
Data retrieved from Scopus, January 2023

31.36%
36.88%

クローズなデータ管理〜オープンなデータ出版まで、異なる⽬的・
利⽤者／研究者それぞれの必要性が「学術データ市場」を形成 8

OS推進によって広がる世界

各国のデータ駆動型研究からデータクラ
ウドまでインフラ⾯が急伸した２０年
• 2010 データ解析サービス

学問の⾃由な共有を⽬指す動き続くも、
データ駆動な検討も始まる

• 2020  安全保障から国際連携の標
準化進む

クローズな研究、オープンな論⽂からデー
タを集めて使う⽅式、合意形成

• 2024  データベース、データプラット
フォーム、データクラウドの整備

データライセンスやAI、GDPRなどの国家
間の合意形成に議論進む＜クローズ・
オープン＞

特に論⽂情報の利活⽤（再利⽤）がデータ駆動型研究を加速する︖
 質と量が期待される“研究”データ市場が急伸。解析アプリケーション

が、クラウド環境で使いやすく、共同研究しやすい時代始まる。

例︓G7科学技術
⼤⾂会合,

オープンサイエンス
WG、他多数のチャ

ンネルで

例: 実験装置と
IoT、データ転送・
蓄積・共有,機械

学習やAI

例︓ユースケース
創出事業など

例︓NIIの⼤学
共同利⽤RDC, 
ほかDICEなど

例︓国家間の標
準化、流通仕様の

枠組み

産業利⽤ 研究基盤研究利⽤

国際連携 研究DX

第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観



例︓2025年資
⾦研究から即
時・公開義務

例︓G7科学技術
⼤⾂会合,

オープンサイエンス
WG、他多数のチャ

ンネルで

例: 機関や分野
のリポジトリ

例: 実験装置と
IoT、データ転送・
蓄積・共有,機械

学習やAI

例︓NIIの⼤学
共同利⽤RDC, 
ほかDICEなど

例︓ユースケース
創出事業など
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研究基盤

公的資⾦による
研究成果

研究利⽤

オープンアクセス
ポリシー

研究データガイドライン等

国際連携 研究DX

例︓国家間の標
準化、流通仕様の

枠組み

産業利⽤

例︓研究会や学
会ジャーナルなど

学会や
研究コミュニティ

OS推進によって広がる世界 – 研究推進のために︖
第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観

論⽂デジ
タル化時代

論⽂OA時代・普及期
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研究データ時代・黎明期 研究データ時代・普及期

2014 2015 2017 202620102008

• 2008
• ⽶NIH OA義務化
• 宇宙関係の書籍OA化
• 世界OAジャーナルリストDOAJ
• 国際OA年
• 欧州Open AIRE

• 2013 BioRxiv
• ⽣物科学のプレプリントサーバ

• 1991 arXiv
• ⾼エネルギー物理のプ

レプリントサーバ
• 1993 Project MUSE
• 査読付きジャーナルオ

ンラインデータベース
• 1997 PubMed
• ⽶NIHの医薬系ジャー

ナル論⽂データベース
• 1998 SPARC, SciELO
• 図書館主体のジャーナ

ルリソース確保に取り
組む団体

• 1999 
BioMedCentral

データ科学の始まり

2006 ディープラーニング
2008 データサイエンティス
トという⼈材

2020

2016〜
• 出版社が古いメディアよりも新しいメディ

アチャネルにコンテンツをリリースする必
要があるというコミュニケーション理論

デジタルファースト・黎明期
＜オープンサイエンス創成＞

2020〜 公的サービス
• 研究データを管理 RDM
• ⼤型公的研究資⾦の管理計画 DMP
• 機関・分野リポジトリのデータ対

応「次世代データリポジトリ」

第6期科学技術・イノベーション基本計画
「新たな研究システムの構築（オープンサ
イエンスとデータ駆動型研究等の推進）」

NIIの研究データ基盤 RDC始動

2021

OS推進によって広がる世界 – 時系列でみると

2006

2000

オンラインジャーナル
＜紙からインターネット・サービス＞

JSTのJ-Stage始動

デジタルトランスフォーメーション
DX・普及期＜オープンサイエンス活⽤＞

研究DX
• 機関内の公的研究資⾦・成果・代表者

の紐づけ。成果のOA化（Green/Gold)
• OA化のKPI、モニタリング。利活⽤へ

第６期科学技術・
イノベーション基本計画

第７期

2024

■ オープンアクセスは“論文無料化による公平性”から、“研究成果を利活用”するオープンサイエンスへ

データ科学を材料へ導⼊
⽂科省JSTイノベーションハブ事業
情報統合型物質・材料開発イニシアチブMI2I

⽂科省データプラットフォーム事業 DPF第⼀世代→第⼆世代

⽂科省スマートラボラトリ

内閣府SIP「マテリアル⾰命」

データ駆動科学が普及

2020 後継EOSC
国際連携、デジタルツ
イン、デジタル市場、
産業利⽤Industry4.0

2014 欧州Horizon2020
研究のデジタル環境整備・
標準化の取り組み始まる

出典︓⾕藤幹⼦、機能材料、2020年10⽉号、掲載図⾯を再編集

第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観



OS推進によって広がる世界 – 学術出版サービス

11

■ 何が起きたのか - １次出版から多様なサービスへ．政府は独自の情報公開へ

データジャーナル

•データ出版(データ、

解析コード、手法)

•研究データを査読

SpringerNature, 

Elsevier…

ジャーナル
＜買う＞

• オンライン

• APC回数券→TA転換

• 従量制課金

データマイニング、TDM
研究用に論文数やジャー
ナル単位購入が可能に

ジャーナル

＜読む/書く＞

• 先行出版

• 論文形式(XML標準)

• 論文付随データ

プレプリント

• 1991 arXiv

• 2013 BioRxiv

PsyArXiv

• 2016 SocArXiv

EngrXiv, 

ChemRxiv

egrangXiv

研究資金団体や民間か
ら投資

• 2022 Jxivなど

査読付きジャーナルへの
採択候補へ

データリポジトリ

• コード、プログラム(GitHub, DropBox…)

• データ (Dataverse, DataCite …)

• 試料や実験レシピ (Mendeley, GoogleDrive..)

世界で1867 repos (re3data.org)

データ

<使う>

• データカタログ

Figshare, DataCite, 

MendelayData

• データ駆動研究

Citrine, NanoHub, 

NOMAD

• データポータル

欧EuropeanData, 

米MGI, 豪ANDS, 

独re3Data 

国のAI投資

指標

<ジャーナル、データ>

• CiteScore, SNIP,   
SJR, h-index

• Web IT 

page rank 
Altmetrics, SNS

• 機関のオープンアク
セスモニター

• 国のオープンサイエ
ンスモニター

データ政府
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第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観
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OS推進によって広がる世界 – 科学技術基本計画第７期へ向けて

■オープンアクセス化の効果として①研究の透明化、②データの利活用が進むこと

第６期科学技術・
イノベーション基本計画

第７期
予定

 研究者による適切なデータ管理を通して、研究
を⽀援する各機関の関連部署と連携しながら、
根拠データの公開につなげていく
• <公的研究資⾦課題>と<成果>の管理
• <⽒名>ー<課題データ>ー<エビデンスデータ>
義務化<査読付き論⽂とエビデンスデータ>の公開

 管理の主体となる研究者や共同研究者の認証
が重要になると予想されるため、各機関の認証
基盤の整備により、機密性の⾼い研究データを
⼤学機関として適切に管理
• ＜認証/連携＞ー＜オープン/クローズデータ＞

出典︓内閣府オープンアクセス加速化事業説明会資料から抜粋、2024/4/25

第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観



内閣府からの提供情報

• 研究DXホームページ https://www8.cao.go.jp/cstp/kenkyudx.html にて、情報公
開中。

• オープンサイエンスの戦略・施策の検討に資する調査・分析等の委託（2023年度）
• 2023 年度科学技術基礎調査等委託事業 オープンサイエンスの戦略・施策の検討に

資する調査・分析等の委託＜概要＞
https://www8.cao.go.jp/cstp/r5_os_report_summary.pdf

出典︓内閣府オープンアクセス加速化事業説明会資料から抜粋、2024/4/25

OS推進によって広がる世界 – 参考

第⼀章︓オープンサイエンス（OS)の外観

OS推進によって広がる世界 – 参考：これから起こること

• ⼤学や研究機関での、論⽂管理の⽅法が統合、合理化、進化していく
1. 研究推進を担当する部署で、公的資⾦IDー教員/院⽣IDー論⽂ID（+根拠データID）
2. リポジトリを担当する部署で、論⽂ID（+根拠データID）と本⽂ファイル（+根拠データファイル

等）または外部サービスを使い同等の蓄積〜公開
3. 機関で、外向けの情報発信（研究成果データベース等）、分析（アクセス数、引⽤数OA％

等）
学術出版、特にジャーナルでも対応が必要

学会や出版者の取り組み。そして委託先・連携企業含む全体的な
OA加速/OS推進、すなわち学術出版市場のDXが必要
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⼀次出版としての学術誌（電⼦ジャーナル）

第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

投稿時にXML化
指定形式→XML変換→
投稿者が確認→査読へ
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論⽂投稿から出版まで
第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

ーなぜジャーナル購読費は⾼騰するの︖
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論⽂投稿から出版まで
第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

ーなぜジャーナル購読費は⾼騰するの︖
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⼀次出版としての学術誌（電⼦ジャーナル）

第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

投稿時にXML化
指定形式→XML変換→
投稿者が確認→査読へ



例）英SherpaRomeoでジャーナルプロフィールをカタログサービス

例）⽇本で学会ジャーナルプロフィールをカタログサービス
- 学協会著作権ポリシーデータベース（SCPJ）※GoogleDrive の表⽅式 
- ⽇本国内の学協会の機関リポジトリに対する論⽂掲載許諾状況を提供するデータ

ベースとして、2020 年 3 ⽉に、筑波⼤から学から JPCOAR に移管 
- 2,635 か所の学協会を収録 
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出版後︓研究データとしての論⽂ーなぜXMLなのか

第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

 出版により確定した論⽂情報を、即時にカタログ化し、プログラムで
取得することができる無料・有料サービス

• ジャーナル単位
• 論⽂単位

• 機関名、著者名
• OA数/率、研究資⾦
• 特許引⽤
• 論⽂の分野、コンセプト、トピックス、キーワード

 出版により確定した論⽂から、特定の⽤途にあう情報を機械抽出して、
⼀次出版社・学会とのライセンス契約により、有料・無料データベース

• ジャーナル単位
• 論⽂単位

機械学習など
質と量の

需要→XML
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第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

出版後︓論⽂カタログという新たな⼆次利⽤
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第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

2024年１月調査

出版後︓論⽂カタログという新たな⼆次利⽤

例）リチウムイオン電池を含む論⽂を(API)抽出
⇒⼤規模⾔語処理（LLM)で電池材料名を抽出
⇒著者ー材料名、頻度、年推移、論⽂量等で傾向をグラフ化

26

第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

出版後︓データカタログという流⾏りの⼆次利⽤
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第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

出版後︓データカタログという⼆次利⽤
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論⽂投稿に活⽤される論⽂カタログ
第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)
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論⽂投稿に活⽤される論⽂カタログ
第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)
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OA化がもたらした混乱
第⼆章︓学術出版とオープンアクセス（OA)

〇 研究の役に立っているのかもしれない
• OA論文の引用増
• OA論文が増え、論文を読む障害が減り、新たな研究ネットワーキングの広がり
が、研究のために良いこととして、観察されている。

学術出版における世界覇権の構図

• 安全保障問題、特に研究データの囲い込み・欧米による覇権、AI利用が進み、国のアセット
データという視点での懸念が生まれている。

△ 出版社・学会にとってジャーナル維持・強化、IT投資が大変
• 学術出版の市場に、OAジャーナルが増え、論文数が増え、ジャーナル激戦すすむ
• ジャーナルをOA化すると、原資の確保が難しく、二次利用への対応、激戦に残る課題が山積
• 業者委託先も、デジタルファーストな委託内容に変わり、IT対応に苦戦。コスト減にはならない。

結果：どうなったのか。

(1)魅力ある学術誌であること vs 持続性の担保
(2)無料にすること vs 読者市場の発展
(3)一挙両得にならないOA

永遠不滅の話題：ジャーナル購読費の高騰！の論法も変わるべきなのでは。
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まとめ︓OSの名のもとに

1. 研究プラットフォーム

 OSを推進 ⇒ 研究環境のIT化が加速 ⇒ 研究成果が日本にある状態

• IoTでデータが送れる、安全に、長期に管理できる

• 研究成果が集積しやすくなり、探しやすく、参照しやすく

• ５年くらいのうちに、学生も専門家も、IT化に慣れていく

• 論文を書く環境もIT化・サービス活用で、根拠データも整理

• 生成系AIとの付き合い方、ルールやガイドラインも整備

2. 出版プラットフォーム

 デジタルファーストに対応 ⇒ 学会・印刷所・データ企業が参加する一致団結

• 論文を書く環境で、XML変換可能な論文テンプレート

• 投稿～査読・編集ワークフローを次世代化

• 制作～出版ワークフローを二次利用対応化

• OA化市場にジャーナルの新たな収入機会を開拓

3. 批判的OA・OS考 ー日本の平均的な学術情報流通の推奨モデルが必要なのでは？

 OA加速の象徴的な政府目標は「データ駆動型研究」（⇒イノベーションに繋がる）

• 査読された一次出版からのデータこそ最適であるが、政府の支援がない。

• データ利活用の環境が進化するにつれ、対応速度による差が大きくなる。
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まとめ︓OSの名のもとに

究極の整理を試みるー究極の整理を試みるー

人間にとっての可読性、

機械にとってのアクセス性・解釈可能

の両方を兼ね備えた「一次出版」は、専門家による査読付きジャーナルとして

・ 質、速さ、必要な機能、安定したプラットフォーム需要があり、研究も出版もほぼ同様

OA化に対応するために

・ 下がらないコストを、過度に上げずに実現するためには、

・ あるものを使う（使い倒す勢い で）

・ 学会や大学、研究機関のアイデンティティを明確にする（表紙デザインだけでなく）

つまり、OSによって活用の場が広がったのだから

・ 一次出版の価値は、これまで以上に高くなり（価値に対する適切な価格）

・ 機械学習等の要求（仕様）を活かす時代、欲しいと思う世代が選べる時代

日本の学術データ市場（印刷以上の）質・言語特性を築いていく

結束が必要なのではないか。
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参考
研究所図書館におけるORCID活⽤と⽇本学術誌への提案－著者名の同定という共通課題を克服するために
https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2010/pdf/7-2/doc4_tanifuji_20110114.pdf

オープンサイエンスと論⽂著作権
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsssj/37/6/37_263/_pdf/-char/en

Science and Technology of Advanced Materials誌を例とするオープンアクセスジャーナルの安定化の条件 学術誌創刊
350年の歴史に寄せて
http://doi.org/10.1241/johokanri.58.372

研究機関におけるデータのオープン化
https://doi.org/10.34968/nims.1355

材料データプラットフォームシステムの設計と構築
https://doi.org/10.48505/nims.3048

STM Document Library
https://www.stm-assoc.org/documents/

1. 論文の執筆から発行までのプロセスについて、現時点での理想的なフローとは。

2. 日本のジャーナルで、他学会が指針にすべきジャーナルがありますか。その理由は。

3. 日本の論文制作・論文発表における課題について。

4. 国内外の全文XML作成の相場感（１論文あたりの作成金額）について。

5. XML搭載でJstage（あるいは別のプラットフォーム）にて公開する場合、採択からどのくらいの
期間で公開するのが理想とお考えでしょうか？

6. XML搭載にすることは「学術情報発信強化」「国際基準であるなど」様々なポイントがあるかと存
じますが、XMLを普及させていく中で「これは伝えておきたい」というポイントはありますか。

7. XML作成の海外事例（当社の場合はInDesing組版→eXtyles…） ※海外ではどのような方
法がスタンダードなのかなど

8. XML作成に、どういったツールやサービスが使われているでしょうか。
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Q＆A



学術出版/学会ーOA/OSをテーマにしたOpen Science Summitで企画しました！

35

お知らせ

ご参加を
お待ちしています︕

個人として、ジャーナル出版、海外ベンダ、
契約などの相談もお受けしています。

https://joss.rcos.nii.ac.jp/


